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（公財）国際エメックスセンター（EMECS）は第 13 回世
界閉鎖性海域環境保全会議（EMECS13 会議）を、イギ
リスに拠点を置く河口域・沿岸科学学会（ECSA）との共
催により「EMECS13-ECSA58 会議」として、2021 年 9 月
6 日（月）から9 日（木）までの 4 日間にわたりオンライン
にて開催しました。この会議は昨年 9 月にイギリスのハル大
学にて開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染
症の世界的な拡大により延期となり、最終的にオンラインで
の開催が決定したものです。

会議は「人類の時代における河口域および沿岸域～構
造、機能、サービス、管理～」をテーマに開催し、47ヶ国
から 450 名の研究者や行政関係者等の参加がありました。
日本からは鈴木基之国際エメックスセンター会長、松田治
国際エメックスセンター副理事長をはじめ、閉鎖性海域や沿
岸域、河口域に関わる研究者等、58 名の方々にご参加い
ただきました。

残念ながら会議内の全てのセッションがオンライン配信と
なりましたが、30 の特別セッションおよび通常セッションが

開催され、10 の基調講演、277 の口頭発表、そして 86 の
ポスター発表がライブまたは録画にて行われました。連日、
日本は 15 時 45 分開始、イギリスは 7 時 45 分開始と、各
国からの参加者にとって時差がある中での発表になりました
が、無事に全日程を終了することができました。

また、国際エメックスセンターが主催する３つの特別セッ
ション「ICM（統合的沿岸管理）と里海セッション」「海の
プラスチックセッション」「青少年環境教育交流セッション」
については、神戸ポートピアホテルに会場を設けてハイブリッ
ド方式（オンライン型および来場型）で開催することとし、
日本国内の発表者に会場で発表していただいたり、一般参
加の方々にオンライン配信をご覧いただきました。

会議期間中は、特別セッション会場において「第 41 回
全国豊かな海づくり大会 兵庫大会」（2022 年 11 月・兵
庫県明石市にて開催）のPRコーナーの設置や、ポスターセッ
ションで発表を行った兵庫県による瀬戸内海の環境保全へ
の取組に関するポスターを掲示し、来場された方々にご覧
いただきました。

■会議名称　第 13 回世界閉鎖性海域環境保全会議（EMECS13-ECSA58 会議）
■テ ー マ　人類の時代における河口域および沿岸域　～構造、機能、サービス、管理～
■開催期間　2021 年 9 月 6 日（月）～ 9 日（木）
■開催方法　オンライン開催

　　　　※エメックス特別セッションは神戸ポートピアホテルにてハイブリッド開催
■主　　催　（公財）国際エメックスセンター（EMECS）、河口域・沿岸科学学会（ECSA）

会議プログラム　（日本時間）
（午後） （夜） 

9月 6日（月）

9月 7日（火）

9月 8日（水）

9月 9日（木）

2021年

開会セッション

閉会セッション

分科会、ポスターセッション①

分科会、ポスターセッション②

分科会、ポスターセッション③

エメックス特別セッション「ICMと里海①」
分科会

エメックス特別セッション「ICMと里海②」
同上「海のプラスチック」
分科会

エメックス特別セッション
「青少年環境教育交流セッション」
分科会 〈EMECS特別セッション神戸会場の様子〉
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■開会式・開会セッション
9 月 6 日（月）15 時 45 分から開会式が行われました。

ECSA 代表の Mike Elliott 氏による歓迎の言葉に続き、
国際エメックスセンター会長の鈴木基之氏から開会挨
拶、エメックス科学・政策委員長の渡邉正孝氏から国
際エメックスセンターの歴史やエメックス会議等の紹
介、ECSA の Sally Little 氏から同学会についての紹介
がありました。その後、昨年 5 月に逝去された、ECSA
関係者で会議の準備にも関わっていただいた Victor de 
Jonge 氏への追悼メッセージに続き、岡山大学准教授の
斎 藤 光 代 氏 に よ る 基 調 講 演「Potential impacts of 
groundwater-borne nutrients on coastal areas in 
changing human activities and climate」（人間活動や気
候の変化に伴う、沿岸地域における地下水を介した栄
養塩の潜在的影響）が行われました。

開会セッション後、「川の源流から海へ：全地球的変
化における河川・海のシステム」、「沿岸湿地の安定性、
変化と生態系サービス」のテーマをはじめとする 9 つ
のセッションが開催され、多くの発表者および視聴者
が参加しました。
■エメックス特別セッション
　「ICM（統合的沿岸管理）と里海①」

9 月 7 日（火）15
時 45 分から、神戸
ポートピアホテル

「レインボー」にて、
柳哲雄氏（九州大学
名誉教授）が座長を
務めるエメックス特
別セッション「ICM と里海①」がハイブリッド方式に
て開催されました。柳教授による「日本の里海におけ
る関係性の価値」、松田治氏（広島大学名誉教授、国際
エメックスセンター副理事長）による「EcoDRR（生態
系を活用した防災・減災）と ICM（統合的沿岸管理）
を促進する里海の可能性」、Kevin Scribner 氏（米国・サー
モンセーフ）による「サーモンセーフ：人間とサーモ
ンの関係性～山から海へ～」をはじめとし、里海の概
念を取り入れた国内外の研究や実践について 5 本の発
表が行われました。

また、古川恵太氏（NPO法人海辺つくり研究会理事長）
をはじめとする 8 名から、ベルモントフォーラムの支
援により国内外の海域で実施されているプロジェクト

「Coast Card」について発表がありました。
なお、日本国内の発表者のうち 4 名の方に会場で発

表いただきました。

■エメックス特別セッション
　「海のプラスチック」「ICM（統合的沿岸管理）と里海②」

9 月 8 日（水）15 時 45 分からは、エメックス特別セッ
ション「海のプラスチック」と「ICM と里海②」を神
戸ポートピアホテルの 2 会場において、ハイブリッド
方式で開催しました。
「ICM と里海②」では前日に続き柳座長のもと、行木

美弥氏（環境省閉鎖性海域対策室長）による「瀬戸内
海の水質管理と生物生産性の両立に向けた日本の活動
を振り返る」をはじめとする3本の発表が行われました。
「海のプラスチック」では世界中で大きな問題となっ

ている海洋プラスチック汚染について、日向博文氏（愛
媛大学教授）と田中周平氏（京都大学准教授）の共同
座長のもと、磯辺篤彦氏（九州大学教授）による「海
洋浮揚性マイクロプラスチックのモニタリングとモデ
リング」、Yanfang Li 氏（中国科学院煙台海岸帯研究所）
による「中国・北部黄海のシシリ湾におけるマイクロ
プラスチック汚染の季節的変化」を含む 10 本の発表が
行われました。
■「青少年環境教育交流セッション」

会議最終日とな
る 9 月 9 日（木）は、
高校生を対象にし
た「青少年環境教
育 交 流 セ ッ シ ョ
ン」が開催されま
した。これは次世
代の海洋環境保全
におけるリーダー
育成を促進する目
的で、当センター
が第 6 回エメック
ス会議（2003 年、タイ・バンコク開催）以降、毎回開
催しているセッションです。

今回は日本から 6 名、イギリスから 5 名、ドイツから
4 名の合計 15 名の高校生が参加し、川井浩史氏（神戸
大学特命教授）、Mike Elliott 氏（英国・ハル大学教授）、
Tim Jennerjahn 氏（ドイツ・ライプニッツ熱帯海洋研究
センター・ワーキンググループリーダー）を共同座長と
して、海洋のごみやマイクロプラスチック、原油流出等、
様々な内容の研究発表を行いました。発表後は各座長と
発表者の間でディスカッションが行われ、研究内容を選
んだ理由についてなどの質疑応答がありました。

各高校生の研究レベルの高さに、視聴されていた方々
から好評を博した他、各国の参加高校生の皆さんから
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も「参加して良かった」との感想をいただきました。
本セッションの詳細や発表動画（英語）は当センター

ウェブサイトからご覧いただけます。（https://www.
emecs.or.jp/topics/emecs13ssp）
■分科会、ポスターセッション

会議期間中は特別セッションを含む 30 の分科会と 3
つ の ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン が 行 わ れ、 兵 庫 県 か ら

「Restoring the Rich and Beautiful Seto Inland Sea － 
Hyogo Prefecture － （豊かで美しい瀬戸内海の再生へ 
－兵庫県の取組）」と題したポスター発表がありました。
共催団体の ECSA が拠点とするイギリスとの時差の都
合上、日本では連日 15 時 45 分から翌朝 4 時頃までが
開催時間となりました。

分科会の各テーマは世界の流域や河口域、沿岸域、
海洋における環境保全や再生、課題、管理等、多岐に
渡る内容で開催されました。また、時差の関係やイン
ターネット接続環境の状況を踏まえて、ライブ発表だ
けでなく事前録画による発表が行われました。

■閉会セッション
9 月 9 日（木）21 時 30 分から閉会セッションが開催

されました。ECSA から学生発表者の優秀発表賞が発

表された後、EMECS からは EMECS ベストポスター選
考委員会を代表して David Nemazie 氏（米国・メリー
ランド大学環境科学センター長首席補佐官）から一般
発表の優秀ポスター発表者 3 名が発表されました。そ
の後、ECSA から次回 ECSA 会議（ECSA59）のアナウ
ンスがあり、続いて次回 EMECS 会議（EMECS14）の
現地事務局を担う George Gogoberidze 氏（ロシア・ム
ルマンスク北極圏大学北極圏学際的研究国際情報・分
析センター長）から、2024 年 9 月にロシア連邦ムルマ
ンスクで EMECS14 を開催する旨が発表されました。

最後に渡邉正孝氏（中央大学教授、エメックス科学・
政策委員長）から通常セッションや特別セッション、
青少年環境教育交流セッション等について会議の総括
が行われた後、第 13 回エメックス会議を閉会しました。

今回は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
エメックス会議として初のオンライン開催、そしてエ
メックス特別セッションはハイブリッド方式で開催す
ることとなりました。初めて使用するオンライン会議
プラットフォームや時差の関係等で大変な面もありま
したが、準備段階から会議期間中に渡り多くの方々に
ご協力いただいたことにより、有意義な会議を開催す
ることができました。

１　全国豊かな海づくり大会とは
「全国豊かな海づくり大会」は、水産資源の保護・管理と海や河川・湖沼の環境保全の大切さを広く国民に訴えるとともに、つくり育て
る漁業の推進を通じて水産業の振興と発展を図ることを目的に毎年各地で開催され、天皇皇后両陛下の御臨席が恒例となっている国民的
行事の１つです。兵庫県では、1982 年（昭和 57年）に香美町（旧香住町）で第２回大会を開催して以来、全国で初めて２度目の開催
となる「第41回全国豊かな海づくり大会兵庫大会～御食国ひょうご～」を2022年（令和４年）11月に明石市で開催します。

２　兵庫大会開催の意義
瀬戸内海は、豊富な水産資源に恵まれた、豊かで美しい海でしたが、高度経済成長期の都市化・工業化の進展に伴い、富栄養化が著し
く進行しました。瀬戸内海の水質を改善するため、工場排水規制や生活排水処理施設の整備等の対策を行った結果、水質は大きく改善さ
れた一方で、近年、窒素やリンなどの栄養塩が低下し、養殖ノリの色落ち被害や、イカナゴ等の漁獲量減少など水産資源への影響が見ら
れるようになりました。
このため兵庫県では、豊かな海を再生するため、漁業者の森づくりや農業者と連携したため池のかいぼり、浅場造成や海底耕うんのほか、
水質基準の範囲内で下水処理放流水中の窒素濃度を引き上げる栄養塩管理運転など適切に栄養塩を循環させる取組を推進しています。
兵庫大会では、こうした豊かな海の創出に向けて取り組む兵庫県の姿を全国に発信し、その取組の輪をさらに広げることで、豊かな海
を次世代につなげます。
また、摂津・播磨・但馬・丹波・淡路で構成する兵庫五国の豊かで多彩な魅力を全国に発信します。

３　行事内容
■式典行事【明石市立市民会館大ホール】
　【日時】2022年（令和４年）11月 13日（日）午前
　【内容】功績団体表彰、稚魚等のお手渡し（マダイ､ キジハタ､ ノリ､ アユ）、最優秀作文発表、
　　　　  海づくりメッセージ、大会決議等

■海上歓迎・放流行事【明石港ベランダ護岸】
　【日時】2022年（令和４年）11月 13日（日）午後
　【内容】歓迎演奏、漁船パレード、漁法紹介、稚魚放流（マダイ、ヒラメ）

2022 年（令和 4 年）11 月 13 日（日）
兵庫県明石市で開催 !

〈海上歓迎・放流行事イメージパース〉
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EMECS 令和３年度若手研究者活動支援助成金　採択決定！

コロナ禍の緊急事態宣言中ではありましたが、おかげさまで 11 件の申請がありました。令和 3 年 5 月 31 日（月）
に開催した EMECS 研究員会議において厳正な選考が行われ、助成対象研究者として、昨年からの継続 3 名を含む 6
名が決定しました。

□募集テーマ
　研究プロジェクトのメインテーマ：「豊かな沿岸海域生態系のあるべき姿を明確にする」

令和３年度助成対象研究者のご紹介 若手研究者活動支援制度の助成対象となった
6名の方々をご紹介します。

私の主なフィールドである有明海には日本最大級の砂質干
潟がありますが、周知の通り漁獲対象のアサリやハマグリの
漁獲量は軒並み低水準のままです。資源量回復に向けた方法
の 1 つとして、2010 年頃に網袋というナイロン袋に砂利を入
れた着底促進技術が報告され、全国的に実用化が進められて
います。しかし、網袋を効果的に運用するためには、「どこに
置けば良いのか？」という疑問に答える必要があります。また、
網袋に関する過去の文献を整理すると、場所によって網袋内
外におけるアサリの死亡率が異なることが分かりました。こ
れは、網袋の中と外の両方で密度が低下する場合には共通す
る因子（低塩分化、餌不足）が関連し、網袋の外側だけで密
度が低下する場合には網袋によって緩和される因子（流出、
捕食）が影響すると考えられます。そこで、過去の資源量調

査の結果から網袋の適した場所を予測する実験と、網袋とそ
の外側における環境要因をセンサー類でモニタリングし、当
該海域におけるアサリ資源量減少の要因を解明できると考え
ました。これらの知見を総合して、アサリ資源回復に貢献し
たいと考えています。

「有明海に面する緑川河口干潟における
　　　アサリ資源回復に向けた統合的研究」

熊本県立大学　環境共生学部
環境共生学科環境資源学専攻

准教授　小森田　智大

2012 年 3 月に大阪大学で博士号を取得し、東京大学に 1 年
間勤めた後、2013 年 4 月から大阪大学で土木工学コースの水
工系研究室に所属しています。現地調査や数値解析、AI など
を手法として、湖沼・河川・流域・沿岸域を対象に、水環境
に関する研究に従事しています。

瀬戸内海では多くの地形改変が行われてきましたが、その
水環境への影響については、事業周辺への影響に着目した港

域スケールの評価が行われている一方で、湾灘スケールの影
響については十分な評価はなされていません。本研究課題で
は、地形改変が瀬戸内海の水・物質循環に及ぼす影響を明ら
かすることを目的としています。昨年度は、外洋域を含む瀬
戸内海全域を対象に高解像三次元流動モデルを構築し、まだ
埋め立てが進行していなかった 1930 年代と比較して、現在で
は流れや水温・塩分の構造，湾灘間の水交換性がどう変化し

「瀬戸内海の湾灘スケールの水・物質循環に及ぼす
　　　沿岸開発の影響評価（その２）」

大阪大学大学院　工学研究科
地球総合工学専攻

助教　中谷　祐介
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たのかを明らかにしました。今年度は、低次生態系モデルを
カップリングし、地形改変が湾灘スケールの水質や栄養塩輸
送に及ぼす影響について解析を行います。本研究を出発点と
して、瀬戸内海の水環境に関する研究を将来展開し、社会に
役立つ成果・知見を示していきたいと考えています。

2013 年 3 月に東京大学大学院新領域創成科学研究科海洋技
術環境学専攻にて博士（環境学）を取得、2021 年 4 月より東
京海洋大学海洋環境科学部門にて准教授として海洋環境・生
物に関する教育研究に従事しています。本研究概要としては、
養殖海域の環境保全のため養殖海域の底生生物による環境負
荷低減効果に関する研究を行います。本研究では、養殖場の
底生生物によって養殖魚の排泄物を吸収させることによって、
沿岸養殖場の環境負荷を低減し生産性の低下リスクを抑制す
る効果を検討することを目的とします。本研究では、養殖海
域を模擬した数値シミュレーションや実海域における生物育
成試験によって底生生物の環境改善効果を考察します。試行
する養殖場として、国内のギンザケ養殖場を想定し、底生生
物はナマコやギンポなどを対象とすることを検討してます。
また、海底設置型水中カメラを設置することによって、生簀
下に集まる底生生物をモニタリングすることが可能かどうか
検討を行います。これらの研究を通じて、将来的に実際の養

殖場で底生生物の影響を計測・把握するための基盤を形成す
ることを目的とします。

「養殖海域の底生生物による
　　　環境負荷低減効果に関する研究（その２）」

東京海洋大学 学術研究院 海洋環境科学部門

准教授　吉田　毅郎

本研究助成に採択いただき、研究する機会を得たこと、大
変ありがたく思っております。ご期待に添えることができる
よう本研究課題に取り組んでまいりたいと思います。

私は水圏生態系における脂肪酸の動態に関心があります。
高度不飽和脂肪酸のエイコサペンタエン酸（EPA）が餌とし
て十分に供給されると、水生動物の成長や生残率が改善する
ことが知られています。実際の生態系においても、餌として
供給される EPA が水生動物の種数やバイオマスの制限因子と
して顕在化しうる可能性が見えてきました（図 1）。すなわち、

「陸域から供給されるケイ素の歴史的変遷と
　　　干潟生態系の群集構造に与える影響」

九州大学 大学院工学研究院

助教　　藤林　恵

〈図１〉 〈図2〉
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EPA の供給量を十分に確保することが健全な生態系の維持・
管理に有効かもしれません。そこで、今回採択していただい
た研究課題では、EPA を合成する微細藻類の珪藻の増殖に不
可欠な元素ケイ素に注目しました。福岡県瑞梅寺川流域を調
査対象地として、ダムや下水処理水の流入がケイ素供給に与

える影響を評価するとともに、河口域のコアサンプルを用い
て歴史的なケイ素供給量と珪藻現存量との関係を調べます（図
2）。さらに、河口域の今津干潟を対象に EPA と底生動物群集
との関係も解析を進めていきます。

この度は、EMECS 令和 3 年度若手研究者活動支援制度助
成金に採用を頂き大変にありがとうございます。現在、私は、
香川大学農学部にて博士研究員として、播磨灘を中心に瀬戸
内海の物質循環の研究に取り組んでおります。

本研究テーマは、「有機地球化学的アプローチからみたカキ
養殖場の物質循環」です。牡蠣は、海水をろ過し、その中に
含まれる植物プランクトンなどを餌資源とし、海域の水質を
浄化する役割があるとされています。一方で、牡蠣養殖場直
下では、牡蠣の排泄物などによって多くの沈降粒子が溜まっ
ており、部分的には、底質負荷をもたらしているとの指摘も
あります。では、牡蠣養殖場があることによって物質循環は、
どのように変化しているのでしょうか。本研究では、その物
質循環を有機物を指標として明らかとすることを試みます。
有機化合物は、多様性に富んでおり、この多様性により、こ

れまで把握できなかったより詳細な起源の推定を提供できる
と期待されます。さらには、本研究では、牡蠣とナマコの脂
肪酸組成の分析も行います。牡蠣養殖場を起点とする物質循
環およびそこに生息する生物の栄養素の変化を有機化合物の
視点から追っていきます。

「有機地球化学的アプローチからみたカキ養殖場の物質循環」

香川大学 農学部

博士研究員　中國　正寿

「東京湾における埋め立て・浚渫の地形変化による
　　　水底間の物質循環の変化と二枚貝生活史への影響の把握」

私は東京大学大学院 新領域創成科学研究科 社会文化環境
学専攻にて学位を取得後、2016 年 4 月から横浜国立大学大学
院都市イノベーション研究院の水環境研究室にて助教として
勤務しています。東京大学では、主に沿岸域を対象とした人
工衛星データによる環境観測を研究しておりましたが、横浜
国立大学に着任してからは、中村由行教授のもとで東京湾の
青潮に関する現地観測や数値計算にも携わらせて頂き、現在
では幅広く「豊かな水環境の創出」を目指すべく研究に取り
組んでいます。

私の研究課題は「東京湾における埋め立て・浚渫の地形変
化による水底間の物質循環の変化と二枚貝生活史への影響の
把握」です。東京湾では、長期的に漁獲量が低迷し、生産力
が著しく低下していると考えられ、生態系の物質循環のバラ

ンスを把握し、豊かな海に向けての環境基準や環効果的な境
管理手法や対策を講じる必要があります。そのため本研究で
は、浮遊性の微生物ループ、水底間の物質循環、二枚貝生活
史を考慮した、詳細な生態系を表現する数値モデルを構築し、
東京湾の沿岸開発による生態系への影響を定量的に明らかに
することを目指します。

横浜国立大学大学院 都市イノベーション研究院

助教　比嘉　紘士
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43

EMECS科学・政策委員 Piamsak Menasveta氏退任ご挨拶

新EMECS科学・政策委員のご紹介

私がエメックス科学・政策委員会（SPC）のメンバーとして活動
を始めたのは 1997 年、Tweedak Piyakarnchana 教授の推薦によ
るものでした。彼は当時の私の上司であり、SPCメンバーを務め
た経験もあります。彼の推薦に感謝します。

過去 24 年間、私は神戸で毎年開催される SPC 会議に出席す
る機会に恵まれました。そのおかげで、閉鎖性海域の分野におい
て優れた研究者である世界中の SPCメンバーと出会い、一緒に
仕事をする機会を得ることができました。 SPC の委員長は熊本信
夫先生が何年も務められ、その後、渡邉正孝先生が務められて
います。SPC では、2 ～ 3 年に一度、多くの国で EMECS 会議
が開催されるなど、多くの成果が得られました。私の記憶では、
国際エメックスセンターの前理事長である井戸敏三氏（前兵庫県
知事）は、SPC 会議のたびに国際エメックスセンターが主催する
委員会メンバーの夕食会で歓迎のスピーチをされていました。井戸
氏のスピーチは非常に情熱的で励ましに満ちており、親しみやすい
ものでした。

私自身は、タイで 2 度開催された EMECS 会議の現地組織委
員長を務めたことを大変誇りに思っています。1度目は2003年、「自
然と人との持続的で友好的な共生のための包括的な責任ある沿
岸域管理」というテーマで、バンコクで開催されました。また、
2018 年には「復元力のある沿岸海域の実現に向けて ～統合的
管理のための協力体制～」をテーマにし、パタヤで開催されました。

どちらの会議もかなりの成功を収め、各
会議には 500 人以上が参加しました。 
この 成 功は、 優 れたチームワークと
EMECS 事務局のサポートによるもので
す。SPCメンバーにとって、会議の開催
は大変な作業でしたが、ひとたびそれが
達成されると、喜びと誇りを感じることが
できました。

24 年間、SPCメンバーを務めてきまし
たが、そろそろ若い世代にその責任を譲る時期に来ていると感じ
たため、Suchana Chavanich 教授を推薦することにしました。彼
女は海洋生物学の分野で優れた業績を上げており、EMECS12

（2018 年 タイ・パタヤ）の開催チームにも参加していました。
Chavanich 教授を SPCメンバーに選出してくださった国際エメック
スセンター理事会に感謝いたします。彼女がエメックスセンターのた
めに貢献してくれることを信じています。

最後になりましたが、国際エメックスセンターのOBとして、センター
とのつながりを維持していきたいと思っています。 エメックスの活動
や発展に関するニュースを受け取ったり、時間が許せば、将来的
にはエメックスのセミナーやカンファレンスに参加したいと思ってい
ます。

この度、国際エメックスセンター科学・政策委員会の
新メンバーに任命されたことを嬉しく思います。これから
エメックスの皆さんと一緒に仕事ができることをとても楽
しみにしています。私はエメックスの目的を推進し、普及
させるため、重要な役割を果たすことができると信じて
います。私は幅広い経験と関心を持つ海洋生物学者で、
教育、研究、助言、コンサルタントとして、河口域や海
洋の生態、政策、ガバナンス、管理などを行っています。
1991 年にハル大学で勤務を始める前は、スコットランド
の環境保護局に長年勤務していましたので、環境を管
理する人々の義務や制約について熟知しています。私
は世界中の学界、産業界、政府、法定機関のために
広く論文を発表し、多くの環境問題についてアドバイス
してきました。また、国際的な河口域・沿岸科学学会

（ECSA）の元会長であり、国際学会誌「Estuarine, 
Coastal & Shelf Science」の共同編集長を務めている
他、Future Earth Coast、UNEP GEMS - Oceansプ
ログラム、国際地理学連合にも参加しています。これら
の活動、そして海洋科学と政策を結びつける国内外の
多くの委員会に所属していることを活かして、エメックス
が掲げる目的を推進し、世界中に普及させていきたい
と考えています。私が特に力を入れて取り組んでいるの
は、閉鎖性海域とその河口域を管理するために、自然
科学と社会科学を結びつけることです。物理学、科学、
生物学の知識をもとに、どの分野に解決策が必要かを
示し、その解決策を生み出すために技術や経済、ガバ
ナンス、社会的な要望をどのように活用できるかを示す
ことに情熱を注いでいます。

今回、国際エメックスセンター科学・政策委員会の
新メンバーに選出していただき、大変光栄に思います。

私自身についてですが、発展途上国（1985 年、イ
ンド）と先進国（1993 年、日本）において異なる研究
分野で 2 つの博士号を取得しました。学術的・研究的
キャリアのほとんどを日本で過ごしてきました（1987 年
～ 2010 年）。日本の国立大学（広島大学）で正教授
を務めたこともありますが、これは当時としては異例のこ
とであり、私のキャリアの中でも珍しいことでした。国立
大学の教授から様々な機関での研究職という日本での
24 年間の学術的・研究的経験を通じて、日本の閉鎖
性沿岸域環境の状況に精通しています。私の専門的な
経験は、主に熱帯から極地、ミクロ環境からマクロ環境、

淡水から超塩性地域、無機および有機汚染物質、微
生物からマクロ生物、微生物バイオマーカーから分子バ
イオマーカー、汚染物質の影響とその行く末、そして環
境変動などに渡って焦点が当てられています。

日本の私の研究室は、閉鎖性海域環境の変動に対
する微生物の反応を新しい方法で評価しており、このア
プローチは日本の閉鎖性海域の生態系に関する新しい
研究の展望を開いています。海洋科学に関する私の学
術的経験と研究の専門性が評価されたことにより、
1997 年に日本からマレーシアへ、そして 2000 年に日
本へと、2 度に渡り日本学術振興会の客員教授制度に
選ばれました。

現在、人間は進歩し、海洋環境に対する理解が深まっ

20 年以上に渡り EMECS 科学・政策委員とし
て活躍されたMenasveta 氏が 2021年 3月末
にて退任されました。

2021年 4月 1日に就任された3名の新しい EMECS 科学・政策委
員の方からご抱負をいただきました。

Michael Elliott
英国・ハル大学教授

Narasimmalu 
Rajendran

元インド地球科学省・
海洋生物資源・生態学
センター科学
コンサルタント
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米国・ワシントンカレッジ「チェサピーク・セメスター」：新世代の学際的なリーダーの育成
John Seidel教授 （米国・ワシントンカレッジ環境・社会センター長、国際エメックスセンター科学・政策委員）

ています。閉鎖性海域環境の研究は海洋科学の主要な研究分野
へと成長しており、海洋科学におけるこれまでの研究は非常に幅
広く、環境研究のテーマが他の分野と重複している場合もあります。
海洋とその複雑な生態系を研究することは、沿岸環境が直面して
いる継続的な課題を解決するためにも、また、人間や自然による
攪乱の影響を受ける生態系の変化を理解し、予測するためにも不
可欠です。

私は海洋科学者として、海やそこに生息する生物、沿岸域に関
する調査、分析、予測に携わり、得られた情報をもとに変化を予
測し、環境保護を推進しています。また、化学物質とその熱帯沿
岸システムへの影響を研究しており、環境破壊の最小化や撲滅を
目的とした専門的な助言・評価サービスも行っています。また、昨
年までは、国立の研究所で調査やコンサルティング、政策やキャン
ペーンなど、他の関連分野にも携わってきました。

私達が住む環境は非常に重要であり、全ての生命体は相互に

関連し合っており、私達の存在は沿岸生態系の全ての生物が健
康であることに依存していると誰もが知っています。私は海洋環境
に関する幅広い研究キャリアを持っていることでこの相互関係をよ
り深く理解し、沿岸域生態系をより良い場所にするための情報に基
づいた提案や提言を行うことができる最適な立場にいると思いま
す。

私が持つ専門知識を活かして、閉鎖性海域環境の改善と回復
に貢献するとともに、新型コロナウイルス感染症による沿岸域環境
の変化など、新たな環境問題にも注目していきたいと考えています。
私の研究の専門性は、ミクロ的長さのスケールでの生物学的およ
び化学的現象の理解とミクロ的過程（加工）を統合し、発展と回
復の原理を明らかにするマクロレベルのシステムを構築することで、
国際エメックスセンターの学際的研究の焦点を直接的に補うことが
できると信じています。

この度は、国際エメックスセンター科学・政策委員に
選んでいただき、大変光栄に思います。 私は、タイの
バンコクにあるチュラロンコン大学で海洋科学学士号
を、米国のセントラル・コネチカット州立大学で生物学
修士号を、そして同じく米国のニューハンプシャー大学
で動物学博士号を取得しました。

現在、私はチュラロンコン大学理学部海洋科学科の
教授を務めており、熱帯から極地までの沿岸域生物の
研究を含む、幅広い生態学的研究を行っている他、海
洋生態系、特にサンゴ礁の保全と回復、気候変動、海
洋ごみが海洋生態系に与える影響などを研究しています。

また、UNESCO/IOC 西太平洋小委員会の西太平

洋サンゴ礁保全プロジェクト・リーダーとタイ・リーフ・チェッ
ク・コーディネーター（本部：米国・カリフォルニア州）
も務めています。私の役割は、生態学的に健全で経済
的に持続可能な解決策を用いて、サンゴ礁の健全性を
保護・監視することを地域社会に教え、刺激することで
す。また、海洋保護、南極、珊瑚礁、スキューバダイビ
ング等について多くの記事や数冊の本を執筆していま
す。教師として、研究者として、スキューバダイビングのイ
ンストラクターとして、そして自然を愛する者として、海洋
生態系を守るために変化をもたらしたいと思っています。

私の経歴と経験により国際エメックスセンターに貢献し、
委員会の皆さんと一緒に働くことを楽しみにしています。

私達が住む世界の環境が危機にさらされていることは周知
の事実です。山火事、疫病、人口の増加、資源の乱獲、生物
多様性の喪失、そして最大の問題である気候変動など、どこ
にいてもニュースの主役は環境危機です。未曾有の規模で私
達を悩ませているこれらの問題について解決策を見つけて実
行するだけでなく、私達が残す手強い課題に新しい世代が立
ち向かえるよう準備することが必要です。これは米国・メリー
ランド州チェスタータウンにあるワシントン・カレッジの革
新的な学際的学術プログラムの課題であり、希望でもありま
す。「チェサピーク・セメスター」は米国最大の河口域に焦点
を当てており、毎年秋学期に入学する学生は、同セメスター
の学際的で経験的な研究に全ての授業時間数を費やします。

ワシントン・カレッジは、そういったプログラムにとって
理想的な場所にあります。チェサピーク湾の支流であるチェ
スター川沿いの、かなり郊外に位置していますが、ワシントン、
ボルティモア、フィラデルフィアなどの主要都市から車で 2
時間以内の距離にあります。そのため、当カレッジは素晴ら
しい河口域や米国で最も豊かな農地、山から海に至るまで保
護されている広範な生息地、そして、米国の首都や多くの州
政府の中心地を含む多数の都市の中心部へのアクセスが可能
です。

学士課程と体験学習に重点を置くリベラル・アーツカレッ

ジとしての特徴の 1 つは、込み入った環境問題にうまく取り
組むために不可欠な学際的研究です。これは、大規模かつ複
雑な流域を持つ河口域では特に重要です。地球上のどの水域
においても、その状況を理解して改善するために、これほど
多くの科学的研究や財政的投資が行われている場所はないで
しょう。しかし、こうした莫大な投資にもかかわらず、チェ
サピーク湾財団が 2020 年に発表した「レポートカード」では、
河口域の評価は「D ＋」となっています。この評価の背景には、
1950 年以降の流域人口の倍増、世界平均の 2 倍となっている
海面上昇、水温上昇、解決が困難な水質問題、外来種生物の
蔓延、そして非常に複雑な政治環境などが挙げられます。

6 つの州およびコロンビア特別区（ワシントン D.C.）を含
む 64,000 平方マイル（1,660 万ヘクタール）の流域と 1,800
万人以上の人口を抱えるチェサピークは、もはや科学的な問
題ではなく、社会的、政治的、経済的、そして文化的な領域
での複雑かつ競い合う要求に起因する「人間の問題」に直面
しています。このような複雑さを理解して受け入れ、研究、
問題解決、政策に対する真の学際的アプローチを促進するた
めには、河口域における次世代の主導者を育成することが極
めて重要です。

つまり、それが 2009 年にスタートした「チェサピーク・セ
メスター」のミッションです。このプログラムは毎年秋に異

Suchana
Chavanich

タイ・チュラロンコン
大学教授

海洋環境保全の若手リーダー育成のため、海外ではどのような取り組みが行われているのか、米国・ワシントンカレッジの例をご紹介します。
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なる専攻の少人数の学部生を対象に実施され、4 つのコース
で構成されています。4 つのうち 3 つのコースは、大学の 3
つのアカデミック部門を反映しており、河口域の自然科学、
社会科学、人文科学の各コースがあります。4 つ目のコースは、
学部や学科の壁を取り払い、他の 3 つのコースの内容を統合
し、多面的な視点によって問題への理解を深めることも目的
としています。各コースにはリーダーやコーディネーターを
置き、18 人以上の異なる学部の教員が講義やディスカッショ
ン、ラボを担当しています。

明確な目的は、受講生が
教室から飛び出して流域の
あちこちを巡り、人々に会
い、チェサピークを見て回
るこということです。この
プログラムでは学生の全履
修科目が行われるため、通
常の授業スケジュールの制
約を受けません。そのため、
集中的に授業を受ける期間
と、テーマに沿った「ジャー
ニー（旅）」を交互に行う
戦略をとっています。これ
により、現地での体験に向
けて集中的に準備を行い、その体験を報告し合って吸収した
後、新しいトピックに移ることができます。旅のテーマには、

「歴史と土地の特徴」（ジャーニー 1）、生態学の「山から海へ」
（エコロジー）をテーマにしたジャーニー 2、2 週間の海外で
の比較体験（過去にはペルー、ベリーズ、グアテマラ）、そし
て重要な問題（現在は漁業、農業、開発によるプレッシャー）
や政策を探るためのショートトリップを行う「統合」をテー
マにしたジャーニー4などがあります。学期のほぼ半分はキャ
ンパスを離れて流域を探索し、「湾」の多様な生態系や構成要
素、問題について体験します。

プログラム全体を通して、卒業後と同じように、複雑で矛
盾した情報に直面するような状況を設定しています。例えば、
48 時間の間に全米規模の鶏肉販売会社の CEO、ギリギリの
経済的余裕で養鶏場を経営している家族、そして河口域の栄
養塩汚染で養鶏会社と家族経営の農場の両方を訴えている
ロースクールクリニック（法曹実務教育）のディレクターと
会うとしましょう。皆、それぞれ魅力的で思慮深く、親しみ
やすい人々です。誰を信じるか、誰を支持するかという問題は、
環境保護の専門家や政策立案者が日々直面している対立を反
映しています。このような対比はプログラムを通じて意図的
に作り出され、データやステークホルダーの目的がしばしば
矛盾していることを強調しています。現実世界の複雑さを受

け入れることによって、複雑な問題に真の解決策を見出す可
能性が低くなるのではなく、高くなるのです。

こうした姿勢が評価されていることは、プログラムを終え
た生徒達のコメントからも明らかです。内容の深さや、実際
に体験したことへ賞賛しており、多くの視点を知ることで、
意見が対立するグループ間のギャップを埋めることができる
と報告してくれました。彼らは、ステークホルダーへの質問
は教室以外、つまり情報提供者の「快適ゾーン」においての
方が、ずっと容易であると見ています。そこではインタビュー
は会話のようになり、おそらくより有益で信頼できるものに
なるのです。また、様々な職業の人達と接する機会を大切に
しており、インターンシップや仕事に繋がるネットワークを
築いています。卒業生は、このプログラムに内在するプロ
フェッショナリズムへの将来性を称賛しており、他のほとん
どの学部生を上回る仕事ができると自信を持っています。

このような印象は教員やプログラムパートナーの間でも共
通しています。指導教官や教職員の報告によると、チェサピー
ク・セメスターの卒業生は同世代の学生とは考え方や行動が
異なるようです。彼らはより多くの疑問を抱き、積極的に議
論に参加し、礼儀正しくありながらも鋭敏に既成概念に疑問
を投げかけ、クラスや課外活動でリーダーシップを発揮して
います。つまり、このプログラムは変化をもたらす経験にな
るという私達の期待に応えたものであり、優秀な志願者を求
め続ける当校にとって、今や重要な採用手段となっています。

2009 年以来、チェサピーク・セメ
スターの卒業生は、卒業時に授与され
る最高の学術賞を多く受賞していま
す。卒業後はどうするのかというと、
すぐに主要大学の大学院に進学する学
生がいれば、就職したり、NGO で働
く学生もおり、チェサピーク湾財団、
州・連邦政府機関、非営利団体、企業

など幅広い分野において活躍しています。ウォール・ストリー
ト・ジャーナル紙が掲載した最近のデータによると、ワシン
トン・カレッジの環境科学系の卒業生は、全米で最も高い初
任給を得ており、多くのエリート大学や主要研究大学の環境
科学系の卒業生よりも高いことが分かっています。これはチェ
サピーク・セメスターだけでなく、ワシントン・カレッジの
環境科学・研究のすべてのプログラムにおける学際的で経験
的な性質の価値を物語っています。

このニュースレターが出版される頃には、新たなグループ
がチェサピーク湾の素晴らしい美しさを探求し始めているで
しょう。

彼らの旅の様子は、https://www.washcoll.edu/learn-by-doing/
ces/chesapeake-semester.php　でご覧いただけます。

John Seidel 教授
米国・ペンシルベニア大学にて歴史考古学博士号取得。人類学、考古学、自然科学（河

口・海洋科学、生態学、地形学、地球物理学）、新技術（GIS、リモートセンシング、予
測モデリング）を駆使し、人間と環境の相互作用に重点を置いた幅広い分野の社会科学者。

2007 年よりワシントンカレッジ環境・社会センター長を務め、現在に至る。
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本ニュースレター前号では、ヨーロッパで最も速いスピードで侵
食が進んでいる海岸の1つである、イギリスのイースト・ライディング・
オブ・ヨークシャー地方（以下、イースト・ヨークシャー地方）に位置す
るホルダネス海岸について紹介した。今号では、同海岸を含むこの
地方の海岸線にある侵食の影響を受ける物件のオーナーに対する
支援策はどうなっているのか紹介したい。

イギリス政府の環境・食料・農村地域省（Defra）がイングランドの
洪水・沿岸侵食リスク管理（FCERM）に関する施策の全体的な国
家責任を担っている。そのため、Defraは侵食による迫害の危険性
が迫っている物件の解体や撤去費用として、１物件あたり上限6千
ポンド（約90万円）を地方自治体に助成しているが、実際にはその
2倍以上の費用が必要になると言われている。

また、イースト・ヨー
クシャー地方自治
体は独自の助成制
度を設けている。こ
れは、2010年に政
府から120万ポンド

（約1億8千万円）の
支援を受けて海岸
変動に関する15の
国家プロジェクトの
1つを実施した際の
残額を利用したもので、沿岸侵食による影響を受ける住民に対し、
家屋解体や移転にかかる費用等の全額または一部補助や、無料
でアドバイスを行っている。しかし、この助成金が底をついた後の
支援策は決まっていない。同自治体をはじめとする沿岸域の各地
方自治体は政府に対し、より多くの助成制度が設けられている洪
水等の自然災害と同様の支援を受けられるよう要望しているとのこ
とである。

なお、2020年7月にイギリス政府から洪水および海岸防護に取り
組むための新たな長期計画が発表された。同計画ではイングラン
ド全域の33万６千の物件を保護するため、約２千の洪水・海岸防
護設備を作ることとなっており、2021年から2027年にかけて52億ポ
ンド（約7,900億円）の予算が配分されることが決定している。

ところで、ヨーロッパの他の国々でも沿岸侵食は起きているのだ
ろうか。たとえば、フランス国際ニュース「France 24」によると、フラ
ンスでは全長5,500kmの海岸線のうち約4分の1が侵食の影響を
受けていると言われている。中でも南西部に位置するアキテーヌ州
の海岸線の一部は毎年2.5m程度が侵食されており、同海岸線に

位置し、観光地でもあるピラ砂丘は内陸部へと後退しているそうだ。
同州の海岸の砂浜は先史時代の氷河による内陸部への侵食に

よりできたものだが、過去1万年間に渡り、砂が不足し続けており、
近年増加している暴風雨に対して脆弱になってきている。そのため、
同地域の海岸では毎年、砂の補填を行っている。年間平均で
70,000m³、2020年には100,000m³以上の砂が運ばれた。この砂
はさらに南の海岸から採取したもので、侵食の被害を受けている
場所に補填しており、これが無ければ砂浜は存続できない。

なお、フランスの法律では自然災害による損害を補償する「バル
ニエ基金」が設置されているが、海岸侵食による損害には適用され
ないとのことである。今後、気候変動による自然災害がさらに増え、
その影響で沿岸の侵食の進みが速くなるようであれば、補償の対
象となるかもしれない。

日本ではどうだろうか。前号で述べた通りイギリスの海岸侵食と
は異なり、日本の海岸侵食の多くは砂利の採取や河川または海岸
部に設置した突堤のような構造物による土砂供給量の減少や土砂
移動の遮断など、主に人為的な原因によって発生している。侵食
を抑えるため河川や沿岸の護岸、養浜など様々な対策を取ってい
るが、それらによって海底の地形や生態系が変わり、漁場に影響を
与えて漁獲量が減少することがある。そのため、海岸管理者は漁
業者から補償を求められることがあり、行政は侵食対策費の他に
漁業補償費も必要となっている。

もし、EMECS13会議が予定どおりイギリスで開催されていれば、
会議最終日に行われるフィールドトリップでホルダネス海岸を訪れ
る予定となっていた。残念ながら新型コロナウイルス感染症の拡大
により会議はオンライン開催となったため、その機会は失われてしまっ
たが、もしイギリスへ行くことがあれば是非この地を訪ね、海岸線を
ご覧いただきたいと思う。
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